
木郎 辺地

298 人）

15.9 ㎢）

（単位：千円）

特定財源 一般財源

〔交通通信〕　林　道 能登町 24,200 9,600 14,600 14,600

24,200 9,600 14,600 14,600
合　　　　　　　　　　計

３　公共的施設の整備計画

令和５年度～令和９年度までの５年間

区　　　　　分

事業費
財源内訳 一 般 財 源 の

うち辺地対策
事 業 債 の
予 定 額

施　　設　　名 事業主体

　当該辺地は、山間へき地に位置し、過疎化が進んでいる地域である。
　木材価格の低迷・後継者の不足等により山林の管理不足による荒廃が進んでいる現状から、森
林の適正な管理や林業経営の安定を図るためにも、林道網の整備を進める必要がある。
　また、この地区の森林の利用区域面積は１１４haであり、森林の適正な管理や効率的な林業経
営を図るほか、河ヶ谷地区と程谷地区を結ぶアクセス路、営農面での道路機能として利用するた
め、整備を進める必要がある。

１　辺地の概況

(1) 辺地を構成する町または字の名称 鳳珠郡能登町字 木郎(田代・駒渡、時長、山中・満泉寺、国重)

(2) 地域の中心の位置 鳳珠郡能登町字 時長43字12番地4

(3) 辺地度点数 105  点

２　公共的施設の整備を必要とする事情

総　合　整　備　計　画　書

石川県鳳珠郡能登町

（辺地の人口

（辺地の面積
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